
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

厚生労働省は、２０２２年１１月の物価の影響を考慮した「実質賃金」は対前年同月比-3.8％だ

ったと発表しました。賃金の上昇が物価上昇に追い付いていないという事です。 

物価上昇は、２０２２年１１月の消費者物価指数（天候による変動

が大きい生鮮食品を除いた指数）が対前年同月比+3.7％と 40 年

11か月ぶりの高水準となりました。「生鮮食品を除く食料」は対

前年同月比+6.8％と非常に高くなりましたが、今年の２月に

は４４２５品目の食料品の値上げが予定されており、物

価上昇は２０２３年も続いていきます。 
 物価上昇が続く中、赤字コロナを理由に私たちの定期昇給はカットされ、コロナ前に比べ賞与も１か月以上減

っています。物価上昇が続く中、賃金が減少し、私たちの生活はますます苦しくなっています。 
 

 

 

 

２０２３年１月５日、岸田首相は、経済三団体の新年祝賀会で「インフレ率を超える賃上げ」を各企業に要請

する中、マスコミが祝賀会に出席した１１社の企業トップに賃上げについての考えを聞きました。 

その結果、賃上げを「します」と回答したのが６社、「前向き」と回答したのが４社、「慎重」と回答したの

が 1 社（ＪＲ東日本）、「見送り」と回答したのが０社だったことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 佐藤英樹 

ＪＲ東労組ホームページ 

 

サントリーHD、大和証券グループ本社、 

オイシックス・ラ・大地、三井不動産、 

すかいらーく HD、日本生命 

 

ANAホールディングス、 

みずほ FG、ローソン、 

DeNA  

 

 

JR 東日本 

なし 

賃上げします 賃上げ前向き 賃上げ慎重 賃上げ見送り 


